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このたびの東北関東大震災で被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。 

東京都生協連は会員生協とともに被災地支援に全力で取り組みます。 

 

東京都より  

物資調達に向けた事前手配の依頼がありました 

現在、全力で調査、手配中です 
 

   

   本日、午前９時５分、都庁消費生活部取引指導課長より東京都生協連に電話があり、被災地

への支援物資調達のための事前手配の依頼がありました。その総数は６,９１７,０００点に及

びます。 

東京都生協連は直ちに災害対策会議を開き、本部長より全力で対応するようにとの指示を受

け、会員生協、関連団体に向け依頼と調査の連絡を開始しました。 

東京の生協は、施設等に被害はありませんが、食品や生活用品のメーカーが被災し、共同購

入、個配、店舗において組合員に供給できない商品もあり、事業継続にそれぞれの組織をあげ

て取り組んでいます。 

しかし、東京都生協連も会員生協も東京都の要請に対し、その重要性を認識し、直ちに調査

と手配を開始しました。が、すでにメーカーには各方面から引き合いが殺到し、手配は難航し

ていますが、部分的に確保した品目もあり、今後もひとつでも多く品目を確保するため、対応

に取り組んでいます。 

○全ての会員生協に協力を呼びかけます 

現在、東京都からの要請に対応していますのは、地域生協、事業連合、全国大学生協連、医

療生協です。 

東京都生協連は、全ての会員生協に協力を要請します。別紙にその一覧を添付しました。対

応できる品目がありましたら、至急、東京都生協連にご連絡をお願いします。 

○ガソリン、灯油をタンクローリーごと被災地に送れる業者をご紹介ください 

ご承知のとおり、被災地では支援物資を供給するためのガソリン、避難所での灯油が払底し

ており、支援を求める声が殺到しております。 

日本生協連の福島支援担当者からは、「津波の恐怖が去っても、絶え間ない余震と放射能恐

怖との戦いとなっている。戦うにも武器がない」と、悲痛な報告が入っています。 



全会員生協にご協力を呼びかけます。 

○ 日本生協連岩手先遣隊からの報告 

昨日出発した日本生協連の岩手、先遣隊は無事に目的地に到着しま 

した。いわて生協災害対策本部で対策会議に参加しています。 

先遣隊のメンバーであるパルシステムグループ職員からは、ツイッ

ターで連絡が入っています。右の写真は、対策本部に貼られた県から

の物資要請です。 

岩手でも「灯油がない、ガスがない、ガソリンがない、重油がない、

食品がない」と、悲鳴の声が届いています。 

●重要 緊急通行車両について 

 先に、被災地支援物資の搬送に関して警察庁より通達があり、取得が可能になったことを連

絡いたしました。警察庁はその後、３月１６日午前６時、再度、通達を出し、交通路の指定と

対象車両として「消費生活協同組合、特定非営利法人」などを特定しました。これにより生協

の支援車両はもよりの警察署で「緊急通行車両確認標章」の取得が可能になりましたが、直近

の情報では、貨物車に限り交付しているケースがあります。今後、標章を取得するには、 

＊ 事前届済証を登録してある車両は、基本的に東京都から交付されます。取得される生協

は、東京都生協連にご連絡ください。 

＊ ただし、これまでは車種の区別はありませんでしたが、貨物車が最優先されるという状

況の変化がありました。東京都は、支援のため乗用車で被災地に入る場合は、被災地の

行政の支援要請書が必要との判断を示しています。詳しくは東京都生協連にお問い合わ

せください。 

＊ 事前届出済証のない車両が緊急通行車両として標章を取得する場合は、最寄の警察署で

取得することができます。詳細は、警察庁のホームページをごらんになるか、東京都生

協連にお問い合わせください。 

○ 医療生協が現地支援活動を開始しました 

医療生協は、阪神・淡路大震災の時も、医師や看護師を現地に派遣し救護活動を展開しまし

た。今回の大震災においても、すでに現地において支援活動を展開しています。 

東京保健生協は３月１３日、第一陣が食料と生活用品を福島県の医療生協に届けました。 

東京ほくと医療生協は、１５日、医師１名、看護師２名、職員２名が班を編成し宮城県にお

いて医療救護活動を行っています。第２陣は１９日に出発予定です。また、水戸医療生協から

透析患者７名を受け入れています。 

西都保健生協は、１６日から職員を宮城県に派遣し、現地医療生協の支援にあたっています。

１９日からは、看護師が現地支援に派遣される予定です。 

○義捐金の取り組みが行われています 

多くの生協で義捐金の取り組みが始まりました。次号で詳細をお伝えします。 


